
印

記載要領

　１　実務経験の証明者は、上記の実務経験を積んだ事業者の代表者（代表取締役等）とすること。

　２　代表者印は、社判（角印）ではなく、登録している代表者印（丸印）とすること。

　３　実務を２社以上で経験された方は、それぞれの会社から実務経験を証明してもらうこと。

　４　「職名」の欄は、被証明者が所属していた部課名等を記載すること。

　５　「実務経験の内容」の欄は、従事した職務内容および工事の際は、主な工事名等を具体的に記載すること。

　６　「合計　満　年　月」の欄は、実務経験年数の合計を記載すること。

証 明 者

技 術 者 の 氏 名

　　　　年　　　月まで

　　年　　月から　　年　　月まで

生年月日

　　年　　月から　　年　　月まで

下記のとおり昇降機設備において工事、保守点検等の実務経験を有することに相違ないことを証明します。

令和 　　　年　　　月　　　日

　　年　　月から　　年　　月まで

　　年　　月から　　年　　月まで

被証明者との関係

　　年　　月から　　年　　月まで

　　年　　月から　　年　　月まで

記

実　　務　　経　　験　　証　　明　　書

　　年　　月から　　年　　月まで

　　年　　月から　　年　　月まで

使 用 者 の 商 号
又 は 名 称

職 名 実　 務　 経　 験　 年　 数

合計　　　満　　　　年　　　　月

　　年　　月から　　年　　月まで

　　年　　月から　　年　　月まで

　　年　　月から　　年　　月まで

実 務 経 験 の 内 容

使用された
期 間

　　　　年　　　月から

　　年　　月から　　年　　月まで

　　年　　月から　　年　　月まで

　　年　　月から　　年　　月まで

　　年　　月から　　年　　月まで


